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(57)【要約】
　
【課題】　
【解決手段】　
　本発明はネットワーク装置（１）に関する。
　本発明は、　第１のネットワーク（１０）への第１の
インターフェースおよび第２のネットワーク（２０）へ
の第２のインターフェースを有する。装置は、第１のネ
ットワークに設置された端末（１１）に結合し、端末の
ユニークで恒久的な識別子を保存するための接続手段（
３）、サービスを利用するための第２のネットワーク上
に設置されたサーバに端末識別子を有するアドレスを登
録するための手段（９）および、アドレスに対するサー
ビスを端末が使用できるようにするための手段（７）を
有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークへの第１のインターフェース、および第２のネットワークへの第２
のインターフェースを有するネットワーク装置であって：
　前記第１のネットワーク上に設置された端末に結合し、前記端末のユニークで恒久的な
端末識別子を保存するための接続手段、
　アドレスを使ってサービスを利用するための、前記端末識別子を含む前記アドレスを登
録装置に登録するための手段、および
　前記端末に、前記アドレスを使って前記サービスを使用可能にするための手段、
　を有するネットワーク装置。
【請求項２】
　識別子が登録された一組の許可された端末を定めるための、かつ許可された端末の前記
一組に含まれる端末のみを登録することを許すための、フィルタ手段、
　を有する請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記フィルタ手段は、端末識別子によって、または予め定められた期間に前記端末が結
合されたという事実によって、許可された端末を特定する、
　請求項２記載の装置。
【請求項４】
　サービスが電話サービスである、
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　　前記電話サービスがセッション開始プロトコルに適合し、かつアドレスがセッション
開始プロトコル・ユニフォーム資源インジケータである、
　請求項４記載の装置。
【請求項６】
　第１のネットワークがデジタル拡張コードレス電気通信網である、
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
　セッション開始プロトコル・ユニフォーム資源インジケータが端末国際携帯型ユーザ識
別情報を有する、
　請求項５または６記載の装置。
【請求項８】
　第１のネットワークへの第１のインターフェースおよび第２のネットワークへの第２の
インターフェースを有する装置における方法であって、
　前記装置のレベルにおいて、
　ユニークで恒久的な端末識別子を有し、第１のネットワーク上に設置された端末に結合
するステップ、
　前記アドレスを使ってサービスを利用するために、登録装置に、前記端末識別子を含む
アドレスを登録するステップ、および
　前記端末に、前記アドレスを使って前記サービスを使用可能にするステップ
　を有する方法。
【請求項９】
　ユーザインタフェースによって、許可された端末のリストをセットするステップを有し
、
　前記端末が前記リストに含まれる場合にのみ登録する
　請求項８記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は装置およびＳＩＰ　ＤＥＣＴターミナルの移動を可能にするための方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　インターネット上の多くのアプリケーションは、セッションの確立および管理を必要と
する。セッションは、参加者の集合内でのデータの交換である。セッション開始プロトコ
ルとして知られているＳＩＰは、インターネット技術特別調査委員会（ＩＥＴＦ）からコ
メントを募集中のＲＦＣ３２６１に定められている。ＳＩＰは、一つ以上の参加者を有す
るセッションを確立し、修正し、切断するためのアプリケーション層コントロールプロト
コルである。これらのセッションは、インターネット電話、マルチメディアの配布、およ
びマルチメディアの会議を含む。ＳＩＰインビテーションは、セッションを確立し、参加
者が互換性を持つメディアタイプのセットについて同意できるセッション記述を伝送する
のに用いる。
【０００３】
　ＳＩＰは、インターネットエンドポイント（同様にユーザエージェントとも呼ばれ、Ｓ
ＩＰ　ＵＡとしても知られている）が互いを発見して、それらが共有することを望むセッ
ションの特徴について同意することを可能にする。将来のセッション参加者を探索するた
め、および他の機能のために、ＳＩＰはネットワークホストのインフラストラクチャの設
置を可能にする。これを、プロクシサーバと呼ぶ。ユーザエージェントは、このプロクシ
サーバに、登録し、セッションに対するインビテーションおよび他の要求を送ることがで
きる。プロクシサーバは、ユーザの現在のロケーションに要求を送るのを補助し、サービ
スのためのユーザを認証し許可し、プロバイダーの呼－経路指示の方針を実行して、ユー
ザに機能を提供する。ＳＩＰは、同様に参加者を既存のセッション、例えばマルチキャス
ト会議に招待することができる。既存のセッションに、メディアが追加されてもよく、ま
た削除されてもよい。ＳＩＰはネームマッピングおよびリダイレクションサービスをサポ
ートする。これによって、個人の移動がサポートされる。ユーザは、自身のネットワーク
中の場所を問わず、単一の表示可能な識別子を保持できる。ＳＩＰはマルチメディア通信
を確立し、切断するための手段をサポートする。すなわち、ＳＩＰは、ユーザ位置、ユー
ザのアベイラビリティ、ユーザの機器の機能、セッション確立およびセッションの管理の
機能を有する。ＳＩＰは、いかなるサービスも提供しない。ＳＩＰは、種々の異なるサー
ビスを実行するために用いることができる基礎を提供する。ＳＩＰ　ＵＡは、ユーザエー
ジェントクライアントまたはユーザエージェントサーバとして機能する論理的な要素であ
る。これは新規なＳＩＰ要求を、クライアントの立場で、作成する。サーバは、要求に対
するレスポンスを生成する。クライアントまたはサーバとしての役割は、クライアントお
よびサーバ間のトランザクションの間だけ有効である。
【０００４】
　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｃｏｒｄｌｅｓｓ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓの一連の標準（ＤＥＣＴ）は、ＤＥＣＴ端末（ＤＥＣＴ送受話器）と、ＤＥＣ
Ｔ基地局とを定義している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第９８／５７５０８号パンフレット
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】“Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　－　ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ　ｓｏｌｕｔ
ｉｏｎｓ．　ＶｏＩＰ　ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　ＳＥＡＭＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮ
ＩＣＡＴＩＯＮ”　ｆｒｏｍ　ＩＮＦＩＮＥＯＮ，　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｃｉｔａｔｉｏ
ｎ，　Ｊａｎｕａｒｙ　２００６
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　以下、「ＳＩＰ　ＤＥＣＴ基地局」とは、ＤＥＣＴ基地局を内在し、この基地局に接続
するＤＥＣＴ端末がＳＩＰによって管理されるボイスオーバーＩＰ（ＶｏＩＰ）にアクセ
スすることを可能とする装置と定義する。これは、スタンドアロンの装置であってもよく
、あるいはデジタル通信サービスの顧客の場所の装置（ＤＳＬ　ＣＰＥ：Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ　ｃｕｓｔｏｍｅｒ　ｐｒｅｍｉｓｅ　ｅｑｕｉｐｍ
ｅｎｔ）であってもよい。ＣＰＥは、ＳＩＰ　ＤＥＣＴ基地局を有し、ＳＩＰ　ＤＥＣＴ
基地局は、一つまたは全てのＤＥＣＴ端末を代表するする幾つかのＳＩＰユーザエージェ
ントを備えている。通常、エンドユーザはＳＩＰアドレスを入力する。これはＳＩＰ　Ｕ
ｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（ＳＩＰ　ＵＲＩ）であって、
これをＤＥＣＴ端末にマッピングする。ＣＰＥは、ＤＥＣＴ端末から予め設定されたＳＩ
Ｐ　ＵＲＩへの、マッピングテーブルを保持する。ＤＥＣＴ端末は、予め設定されたＳＩ
Ｐ　ＵＲＩを有するＤＥＣＴ基地局によってのみ用いられてもよい。ＤＥＣＴ端末が他の
ＤＥＣＴ基地局のもとで用いられる場合、ＤＥＣＴ端末に対しＶｏＩＰサービスにアクセ
スする許可を与えるために基地局は再設定されなければならない。ＤＥＣＴ端末は、同じ
ＳＩＰ　ＵＲＩを使用して、いくつかの基地局の間で、容易にローミングできない。
【０００８】
　特許文献１は、ＤＥＣＴターミナルの移動を可能にするのに適しているＤＥＣＴシステ
ムを開示している。特に、別のＤＥＣＴネットワーク間の可動性を担保するため、ｍｏｂ
ｉｌｅ－ＩＰを使用する。
【０００９】
　非特許文献１は、ＶｏＩＰがＳＩＰを使用してＤＥＣＴ電話にアクセスすることを提供
するｘＤＳＬ　ＶｏＩＰゲートウェイを開示する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は第１のネットワークへの第１のインターフェース、および第２のネットワーク
への第２のインターフェースを有するネットワーク装置に関する。本発明は、第１のネッ
トワーク上に位置する端末に結合し、ユニークで恒久的な識別子を保存するための接続手
段、サービスを利用するための第２のネットワーク上に設置されるサーバに端末識別子を
有するアドレスを登録するための手段、端末がアドレスに対するサービスを利用すること
を可能にするための手段を有する。
【００１１】
　ネットワーク装置は、自動的に第１のネットワークに端末が結合されるのを許可し、端
末が第２のネットワーク上のサービスにアクセスすることを可能にする。サービスに対す
る登録は、端末識別子に関連するアドレスの生成を含む。サービスに対する登録後に、端
末が結合される。端末が第１のネットワーク装置から第２のネットワーク装置まで移動し
たときには、各々のネットワーク装置において使われる同じアドレスがサーバに登録され
る。この端末は、同じサービスを利用しているネットワーク上のリモートターミナルによ
って認識されることができる。
【００１２】
　本発明の一実施例によれば、装置は、識別子が登録され、許可された端末の集合を定義
したフィルタリング手段を有する。
【００１３】
　これによって、第２のネットワーク上のサービスに自動的にアクセスできる端末を選択
することができる。
【００１４】
　本発明の一実施例によれば、フィルタリング手段は、許可された端末の集合のみを記録
している。
【００１５】
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　装置は、リストに登録された端末のみがサービスにアクセスすることを許す。
【００１６】
　好ましくは、フィルタ手段は、許可された端末を、端末識別子によって特定するか、あ
るいは予め定められた期間において端末が接続されたという事実から特定する。
【００１７】
　本発明の一実施例によれば、サービスは、電話サービスである。
【００１８】
　本発明の一実施例によれば、電話サービスはセッション開始プロトコルに合致する。サ
ーバは登録を行う。また、アドレスはセッション開始プロトコル（ＳＩＰ）、ユニフォー
ム資源インジケータ（ＲＵＩ）である。
【００１９】
　本発明の一実施例によれば、第１のネットワークは、デジタル拡張コードレス電気通信
網（ＤＥＣＴ）である。
【００２０】
　本発明の一実施例によれば、セッション開始プロトコル・ユニフォーム資源インジケー
タ（ＳＩＰ　ＲＵＩ）は、端末の国際的な携帯型ユーザ識別情報（ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｉ
ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｕｓｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）を有する
。
【００２１】
　本発明の他の対象は、第１のネットワークへの第１のインターフェースおよび第２のネ
ットワークへの第２のインターフェースを有する装置における方法である。
【００２２】
　方法は、装置のレベルにおいて、第１のネットワーク上に位置するユニークで恒久的な
識別子を有している端末に結合するステップ、サービスに参加するために、第２のネット
ワーク上のサーバに、端末識別子を含むアドレスを登録するステップ、端末がアドレスに
対するサービスを利用することを可能にするステップを有する。
【００２３】
　本発明の一実施例によれば、方法は、ユーザインタフェースにより、許可された端末の
リストをセットするステップ、端末がリストに存在する場合だけ、登録するステップを有
する。
【００２４】
　本発明の別の対象は、本発明に従って処理ステップを実行するプログラムコード命令を
有するコンピュータプログラム製品である。このプログラムはコンピュータにより実行さ
れる。コンピュータプログラム製品とは、コンピュータプログラムをサポートするもので
あり、たとえば、ディスケット、またはカセットのような、プログラムを有する格納スペ
ースを形成するものばかりでなく、信号、例えば電気または光学的信号をも意味する。
【００２５】
　本発明は、以下の実施例および実行例によって、添付の図を参照しながらよりよく理解
できるであろう。なお、これらは、決して制限的なものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】実施例の要素のブロック図である。
【図２】実施例に従った、対象のブロック線図である。
【図３】実施例の登録方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図２に表されたブロックは単に機能要素である。したがって、これらが物理的に分離さ
れた要素に必ずしも対応するというわけではない。すなわち、それらは、ソフトウェアの
形で開発することができ、または、一つまたはいくつかの集積回路において実行すること
もできる。
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【００２８】
　例示的な実施例は、ＳＩＰおよびＤＥＣＴのフレームワークの範囲内となっているが、
この特定の環境に限定されるわけではない。ネットワーク上の端末が他のネットワーク上
のサービスにアクセスする他のフレームワーク内でもよい。
【実施例】
【００２９】
　図１は、実施例の装置１を示している。これは、顧客の場所にある装置であり、ＣＰＥ
　（ｃｕｓｔｏｍｅｒ　ｐｒｅｍｉｓｅ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と呼ばれる。以下では、
これをゲートウェイとも呼ぶこととする。ＣＰＥは、第１のネットワークに対するインタ
ーフェースを有する。このネットワークは、ＤＥＣＴネットワークである。第１のネット
ワークは、少なくともＤＥＣＴ端末１１を有する。ＤＥＣＴ端末１１は、ＣＰＥに含まれ
るＤＥＣＴ基地局に接続されている。もちろん、第１のネットワークは、他のタイプのロ
ーカルネットワークであってもよい。他のネットワークとしては、有線あるいは無線で、
音声サービスをサポートするものでもよい。ＣＰＥは、第２のネットワーク２０に対する
インターフェースを有する。ネットワーク２０は、ＶｏＩＰと呼ぶボイスオーバーＩＰサ
ービスを提供するネットワークである。第２のネットワークは、インターネット網である
。第２のネットワークは、ＳＩＰサーバである装置２１を備えている。これは、ＶｏＩＰ
サービスに参加させるために、ＣＰＥに設置されるＳＩＰクライアントを登録する。この
サーバは、登録装置とも呼ばれる。ＣＰＥは、住宅用ゲートウェイと呼ばれる。プロクシ
２２は、ネットワークにおいて、ＳＩＰメッセージを転送する。
【００３０】
　図２は、実施例に従ったゲートウェイ１の主要な要素を示している。ゲートウェイは、
非対称デジタル加入者回線トランシーバ２（ＡＤＳＬトランシーバ）を有する。ＡＤＳＬ
トランシーバは、ＡＤＳＬネットワークへのアクセスを提供し、更にインターネットへの
アクセスを提供する。このトランシーバは、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）インターフェ
ース４によってＤＳＬネットワークにアクセスするものであり、それ自体公知の技術であ
る。
【００３１】
　ゲートウェイは、ＤＥＣＴ基地局３を有し、ＤＥＣＴ基地局３は、ＤＥＣＴベースバン
ドモジュールおよびＤＥＣＴ無線周波数モジュールを含む。ＤＥＣＴ基地局３は、ＤＥＣ
Ｔ無線周波数へのアクセスを提供する無線通信インターフェース３１に接続されている。
これは、ＤＥＣＴ端末をゲートウェイに接続することを許可する。ＤＥＣＴ基地局は、新
規なＤＥＣＴ端末を検出して、ＣＰＥに新規なＤＥＣＴ端末を登録するための手段を有す
る。
【００３２】
　ゲートウェイは、ＳＩＰでの音声サービスを管理するための音声アプリケーション手段
９を備えている。音声アプリケーション手段は、ＳＩＰユーザエージェントを管理する。
ゲートウェイの音声アプリケーション手段は、いくつかのＳＩＰユーザエージェントを管
理するための手段を備えている。さらに、音声関連サービス、例えばダイヤルプランの管
理、統計、呼制御を提供するための手段を備えている。音声アプリケーションは、許可さ
れた端末毎に、ＳＩＰ　ＵＡプロファイルを作成する。以下で述べるように、音声アプリ
ケーションは、端末識別子を有するＵＲＩによって、アドレスを作成する手段を有する。
音声アプリケーション手段は、ＵＲＩを対応する端末とマッチングさせるマッピングテー
ブルを有する。音声モジュールは、各承認された端末を、ＳＩＰ標準に従って登録装置に
登録する。
【００３３】
　端末に対応するユーザエージェントは、ＣＰＥに存在する。このユーザエージェントは
端末には存在しない。第一に、ＣＰＥが、ＤＥＣＴ端末を代表するＳＩＰ　ＵＡである。
加えて、ＣＰＥは、プロクシまたはよく知られたＢ２ＢＵＡ（Ｂａｃｋ－Ｔｏ－Ｂａｃｋ
　Ｕｓｅｒ　Ａｇｅｎｔ）ロジックをも有する。これは、ＳＩＰを用いてＶｏＩＰサービ
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スをセットアップするために、端末に対し、ＶｏＩＰネットワークに間接的なアクセスを
提供する。
【００３４】
　ゲートウェイは、ＶｏＩＰサービスにアクセスすることが許されるＤＥＣＴ端末にフィ
ルタをかけるためのフィルタ手段８を有する。すなわち、このためにゲートウェイはＳＩ
Ｐを使用する。この点は、以下に詳細に説明する。フィルタリングモジュールは、ＤＥＣ
Ｔ端末がＶｏＩＰサービスを提供する端末かどうかを決めるためのフィルタリングルール
を適用する。フィルタリングモジュールによって、ＤＥＣＴ端末がＳＩＰ　ＵＲＩを得ら
れるかどうか、ＶｏＩＰサービスにアクセスできるかどうかを許可するための選択がなさ
れる。フィルタリングに対して提供される他の可能性としては、以下のものが挙げられる
。
－　本方法は、いかなる登録されたＤＥＣＴ端末にも適用しない。
－　本方法は、全ての登録されたＤＥＣＴ端末に適用する。
－　本方法は、一部の端末だけに適用する。
選択の基準はＩＰＵＩに基づく。この点に関しては、以下の説明において定義される。Ｉ
ＰＵＩの番号のリストはＣＰＥに入れられる、そして、リストにＩＰＵＩを有する端末だ
けがＳＩＰ　ＵＲＩを得てもよい。選択の他のいかなる基準も、許可された端末のリスト
を定めるために適用できる。他の変形例においては、ＣＰＥに登録した端末がＳＩＰにア
クセスする期間を定めてもよい。
【００３５】
　ＣＰＥは、エンドユーザによってローカルに、あるいは、サービスプロバイダによって
遠隔的に、フィルタリングルールの構成を設定することができるユーザインタフェースを
有する。端末がＣＰＥの間で移動してもよいようにするため、ＣＰＥの集合の構成を設定
することも可能とする。
【００３６】
　トランシーバは、ＤＥＣＴ基地局モジュールに対するインターフェースを有する。また
、これは、インターネットおよびＤＥＣＴ端末上に設置される装置間のＶｏＩＰ通信の橋
渡しをするためのブリッジングモジュール７を有する。これは、ＶｏＩＰ通信交換とトラ
ンスコーディング（コード変換）を備えている。
【００３７】
　ブリッジングモジュール、フィルタリングモジュールおよび音声応用モジュールは、Ａ
ＤＳＬトランシーバに含まれる。変形例においては、それらは、ＡＤＳＬトランシーバに
含まれないモジュールで実行してもよい。
【００３８】
　ゲートウェイは、ゲートウェイのモジュールを処理するための処理手段５、およびゲー
トウェイによって管理されるデータを保存するための格納手段６を有する。
【００３９】
　ＤＥＣＴ端末がＶｏＩＰサービスにアクセスすることを可能にするための方法が、図３
に記載されている。
【００４０】
　Ｓ１．ＤＥＣＴ基地局は新規なＤＥＣＴ端末を検出する、そして、ＤＥＣＴ端末を登録
する。ＤＥＣＴ基地局は、端末識別子等を取得する。
【００４１】
　Ｓ２．ＤＥＣＴ基地局は、音声応用モジュールに新規なＤＥＣＴ端末を知らせる。新規
なＤＥＣＴ端末が知らされると、ＣＰＥはフィルタ手段によってＤＥＣＴ端末の許可を検
査する（Ｓ３）。端末が許可されていない場合、登録は実行されない（Ｓ４）。端末が許
可されている場合、音声アプリケーションは動的に、ＳＩＰを使用して、登録装置に対し
登録を実行する（Ｓ５）。それは、アドレス、ＳＩＰ　ＵＲＩ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を登録する。ＵＲＩは端末の識別子を有する。登録に
よって、このＳＩＰ　ＵＲＩとＣＰＥアドレスが結びつけられる。このＣＰＥアドレスに
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よってＳＩＰ　ＵＲＩにたどり着くことができる。
【００４２】
　Ｓ６．ＤＥＣＴ端末は、最後に、そのアドレスでＶｏＩＰサービスを利用する端末とな
る。ゲートウェイは、ＳＩＰ　ＵＲＩをＤＥＣＴ端末識別子と結びつけるテーブルを有す
る。ＤＥＣＴ端末は、ＳＩＰ　ＵＲＩを使用せず、ＶｏＩＰサービスのパケットを送ると
きに、第１のネットワークのソースアドレスとして、ＤＥＣＴ端末アドレスを使用する。
ＣＰＥは、ＤＥＣＴソースアドレスをＳＩＰ　ＵＲＩに変換し、第２のネットワーク上で
パケットを送信する。
【００４３】
　ＤＥＣＴ端末がＶｏＩＰサービスにアクセスすることを可能にするための処理において
は、ユーザはゲートウェイに関与しなくてよい。それは、第１のネットワークにおけるＤ
ＥＣＴ端末の検出に応じて、自動的になされる。
【００４４】
　ＤＥＣＴターミナルが移動するとき、ＤＥＣＴターミナルは、登録装置に二回登録され
るかもしれない。ＳＩＰ　ＲＦＣによれば、ＳＩＰ　ＵＲＩおよび第１のＣＰＥの間で結
合している登録の更新がなされない場合、最初の登録はしばらくして消滅する。
【００４５】
　実施例のアドレシング法は、ＲＦＣ３２６１において定められるＳＩＰ　ＵＲＩを使用
し、ＲＦＣ２３９６において定められるＵＲＩの一般の構文に従う。ＳＩＰ　ＵＲＩは、
例えばオンラインサービスのエンドユーザのような、通信資源を特定する。それは、資源
との通信セッションを開始し、これを維持するのに十分な情報を含んでいる。ＳＩＰ　Ｕ
ＲＩは、例えばｌｏｇｉｎ＠ｄｏｍａｉｎ．ｎｅｔ，ｗｈｅｒｅｉｎのように、電子メー
ルアドレスの形式を有すると要約できる。ログインは、エンドユーザの名前または電話番
号の形式を有してもよい。ＳＩＰ　ＵＲＩの実例はとしては、ａｌｉｃｅ＠ｄｏｍａｉｎ
．ｎｅｔまたは０４０１１２５２５３＠ｄｏｍａｉｎ．ｎｅｔなどである。一般に、ＳＩ
Ｐ　ＵＲＩは、ＴＲ６９を用いて、ＣＰＥにおいてエンドユーザにより手動で、またはリ
モート管理システムによって遠隔で、設定される。同じＣＰＥは、登録装置に同じＳＩＰ
　ＵＲＩ（ｓ）を常に登録する。従来より、同じＵＲＩは、常に同じＣＰＥに対応する。
ＣＰＥは、一つ以上のＵＲＩを一つ以上のＤＥＣＴ端末にマップするために設定される。
ＣＰＥは、ＤＥＣＴ端末識別子とＳＩＰアカウント情報とのマッピングテーブルを保持す
る。ＳＩＰアカウント情報には、例えばＳＩＰ　ＵＲＩ、ユーザ名、パスワード、アウト
バウンドプロクシおよび登録装置が含まれる。
【００４６】
　インターナショナル・ポータブル・ユーザー・アイデンティティ（ＩＰＵＩ）は、ＥＴ
ＳＩ文献の、ＥＮ　３００　１７５－６　Ｖ１　．９．０　（２００５－０４），　ｄｉ
ｇｉｔａｌ　ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｃｏｒｄｌｅｓｓ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　（ＤＥＣＴ）；　ｃｏｍｍｏｎ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ；　ｐａｒｔ　６：　ｉｄｅ
ｎｔｉｔｙ　ａｎｄ　ａｄｄｒｅｓｓｉｎｇに定義されている。ＩＰＵＩは、ＤＥＣＴポ
ータブルを特定するために用いられ、製造業者によって設定される。ＩＰＵＩは、ローカ
ルにおいても、グローバルにおいてもユニークであってもよい。実施例によれば、端末の
ＩＰＵＩはグローバルにユニークで、携帯型ユーザ識別情報タイプＮに対応する。Ｎは、
住居／デフォルト（ｒｅｓｉｄｅｎｔｉａｌ／ｄｅｆａｕｌｔ）タイプを意味する。それ
は、装置の製造業者によって装置に埋め込まれる国際的な携帯形機器識別情報（ＩＰＥＩ
：　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｉｄｅｎｔ
ｉｔｙ）を含む。識別子は、恒久的で、ユニークである。実施例によれば、ＳＩＰ　ＤＥ
ＣＴ基地局はアカウント情報のＤＥＣＴ端末ＩＰＵＩの識別子を使用する。そして、登録
はこのアカウント情報を用いる。ＩＰＵＩは、ＳＩＰ　ＵＲＩの一部として使われる（例
えばＩＰＵＩ＠ｄｅｃｔ．ｄｏｍａｉｎ．ｎｅｔまたはＩＰＵＩ＠ＩＰＵＩｄｏｍａｉｎ
．ｎｅｔ）。ＵＲＩにおいて使用するＩＰＵＩによって、ＣＰＥの背後のＤＥＣＴ端末が
何であるかに依存して、異なるＳＩＰ　ＵＲＩを、ＣＰＥは記録する。ＳＩＰ　ＵＲＩと
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ＣＰＥには、固定された関係はない。登録は、プラグアンドプレイである。サポートされ
なければならない全てのＤＥＣＴ端末の識別子を、全てのＣＰＥに設定する必要があると
いうわけではない。このことは、ＤＥＣＴ端末の、そして、登録装置のいかなる変更も必
要としない。
【００４７】
　本実施例においては、初期化において、ＣＰＥは、ＳＩＰ　ＵＲＩを登録装置に登録し
ない。ＳＩＰ　ＵＲＩと　ＤＥＣＴ端末との関連を登録する処理をするのは、ＤＥＣＴ端
末の接続のときである。これは、ＣＰＥにＤＥＣＴ端末が接続する前に、ＳＩＰ　ＵＲＩ
が設定される、ＣＰＥの通常の設定とは別である。
 

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークへの第１のインターフェース、および第２のネットワークへの第２
のインターフェースを有するネットワーク装置であって：
　前記第１のネットワーク上に設置された端末に結合し、前記端末のユニークで恒久的な
端末識別子を保存するための接続手段、
　アドレスを使ってサービスを利用するための、前記端末識別子を含む前記アドレスを登
録装置に登録するための手段、および
　前記端末に、前記アドレスを使って前記サービスを使用可能にするための手段、
　を有するネットワーク装置。
【請求項２】
　識別子が登録された一組の許可された端末を定めるための、かつ許可された端末の前記
一組に含まれる端末のみを登録することを許すための、フィルタ手段、
　を有する請求項１記載の装置。
【請求項３】
　第１のネットワークへの第１のインターフェースおよび第２のネットワークへの第２の
インターフェースを有する装置における方法であって、
　前記装置のレベルにおいて、
　ユニークで恒久的な端末識別子を有し、第１のネットワーク上に設置された端末に結合
するステップ、
　前記アドレスを使ってサービスを利用するために、登録装置に、前記端末識別子を含む
アドレスを登録するステップ、および
　前記端末に、前記アドレスを使って前記サービスを使用可能にするステップ
　を有する方法。
【請求項４】
　ユーザインタフェースによって、許可された端末のリストをセットするステップを有し
、
　前記端末が前記リストに含まれる場合にのみ登録する
　請求項３記載の方法。
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